


⑧栄養価の高い緑黄色野菜
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一般的に菓の花というと、春9こ咲＜●色い花のことを思い淳かぺますが、

賽はアブラナ科の野菓につく花の織壽。1●●だけを隕定する名奪ではないそうです。

ちなみに、キャペツやブロッコリーも同じ科なんですよ。

やわらかい墓や累つぼみの●分にピタミンや貪物織纏、
戴分などを多く含んでいて季節纏も

秦しめる野菓です。

®印の旬レシピ

ほのかな苦味を活かした、ご家庭レシピ
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惚れ込んだ糸島の食材を使って
オリジナリティを追求しています。

素材の味を活かしたシンプルな味つけ。
少し歯ごたえを残すくらいにサッと鉗でて。

菜の花のナムル

［材料(4人分）］
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［作り方］
①璽の花は楓1cn鵞罰膚とし貪ぺやれ曇さに切る．
②にたっぶりの鶴i11€清かす．．の花の墓憾分を入れ、

閑問雙で花芽の方も入れてサッと茄で、ザルにあげて水
を切り、冷拿す◇

晒磯心紐：狐ウ広訊、 l,rlゆ•項•すり滋
加えて、ふんわり潟ゼる．

④}つけ、泉唐辛子量少量のせて出拿上が,.

体があたたまって、、しもほっこり。
豚肉との相性もバッグンなんです。

廠しゃぶと菜の花のサッど煮

［材料(4人分）］
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［作り方］
①璽の花は、3cm蘊属の鼻さに切りそろえる．

鴎に砒汁U闘環を合わm、火に創氾属馳璽の
花anえ痕えたら火を止める．

硫ごと釦釦｝つけ、楡干aょ畑以：大楓おろほ
たっぶりのせる．

④Jと書9Jづけに、帷子の皮のせん切りをて
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平原歴史公園のすぐ目の前、コスモス
畑に囲まれた洋風の棄敵な建暢が目を引
くフレンチレストラン「Pinox（ピノックス）」
を訪れました。

オーナーシェフの水野・児さんは洋食
のコックだった父頼をはじめ、料遅人の家
底に生まれ育ち、 15戴からホテルやレスト
ランなどでフレンチ“畠編．200“に当躊
まだ珍しかった出張料理専門の「キャト
ル」を立ち上げました。闘病中だった叔属
のために姶めた出張の仕事は人気を集め
ましたが、 3年が経ち、 「もっと集中して料
瑳がしたい」という遷由から、貪材の宝庫
糸島で自分のレストランをオープン．

「マニアな気質なので、 フレンチの鳳深
さに惹かれたんです」と話す水野さん。珍
しい西洋野蓋やハーブなどを膏てる生濫
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奮との出会いもあり、 糸島の食材皇使った、

ここでしかできない料遷を鸞に追求．それ
ゆえ、定蕃レシビはなく、その峙の句の素
材を使った料選で腸負するのだそうです．

今且菟の花をテーマにしたメニューを
お願いしたところ、 ・色と誓1)を活かしたい·
と、生島に食材を練り込んだ自蒙戴「菜の
花のラビオリ」と、 みずみずしいつぼみ鶉
分を刻んでのせた「糸島牛のタルタル」を
揖宴してくれました•最犠にバルサミコ酢
ソースなどを溢えて、シェフの自由な感性で
お皿のキャンバスに編戴な作品が完成．
菟の花の誓りとほろ苔さが、ひと足はやい
轡訪れを感じさせてくれました。

...その日に最寓と凰う食材を伎い、ひと
手まな畑、水年介•
「食材や鯛味料など、ほとんど糸島で●
濾しますねやっぱり食材は豊富ですか
らK彙えてくれました．

▲テラス鵞も糾｝、外国に睾たよX内＂｝
に．料還敏室なども行っているもです．
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▲レアで仕上げたクセのない糸島牛と白ワイ
ンで注ったつぼみがマッチ。さっばりした鰈わい
の「藁の花と嘉鳥牛の夕）ウル」．

....「菓の花のラビオリ」は、泉島翼を使ったサラミと一編に．
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「稟の花」の違人

母ど息子の絆を結んで、
菜の花がすこやかに育らます。

西に可也山を望む泊地区は、 一面にのど
かな田11鳳景がひろがるエリアです◆ 相田成
志さんの菓の花畑は、寓鳳が炊く中でもひと
きわ録豊か．それもそのはず、 この作輸の出
惰は冬がやってくる11月上旬から姶まるのだ
そうです。

相田さんは出荀時期を考え、 約20アール
の畑を●蕃に収穫できるよう、植え付けの時
期をずらしながら晨作業．品蘊も、「響葦」「花
鏑り」「サカタNo.88」aEえて蘊蜻レています。
できるだけ農藁は使いたくないと減農●にこ
だわり、 躙培期問は雑軍との格闘が餓きます。

作集場にうかが うと、 収穫襲の菜の花を
バック詰めする作彙が行われていました• 一

艦にこの仕事に糟を出しているのは、 なんと
如歳になる母のトメさん。この農作物はご両
級の世代から戴いてきたのだ1::h.

響を呼ぶ食材として市場1こ羞ぶためには、

バック踪めの作彙も大切です．楕み取りの犠
は、まず色合いがそろうように遍び、T寧な手
作彙で一つひとつ、つぼみのついた枝も葉も
問じ長さと●さにそろえ、詩めていきます．2月

心の花は主に若い霊を昧わう野蓋．クイミング急
祖らつぼ砂うも口駆渾るのだも"ff.
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...「この蛉季ならではのおいしい藁の花を倉へて微
しい」．麟子の笑劇こ、 自償の程”況”¢ぇます。

~3月にかけて、出荀のビーク時には蒋5時か
ら相田さん一家総出で瞑暮に取りかかり、酢
年は約Z万バックを出荀するユゴできました。

環在、 攀培20年の経験を持ち、 33名のメ
ンバーが在籍するJA糸島藁の花部会の部
会長を義める相田さん◆ 「これから寒くなって
収糧も大査になるけど、味の良いもの、品質
の良いものを消費者の曽さんにお届けしたい
です」と臣ります。今もなお現牧で舌躍するト
メさんと復の笑願に見守られ、 繋の花たちが
春を告げに旅立つ峙を待っていました
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公メさんの、手勁昆社事ぶりが為見事。
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▲章風蚤ものともせず、作彙に島む相田さん1月 ...薬の花は旱響を告げる貪槍としてだけでなく、

~2月にかけては瀾が鵬I)る中で収饗することも 寓い栄驀債でも注目されています．
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